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意
見

●
常
備
消
防
体
制
の
な
い
地
域
に
お
け
る
消
防

　

活
動
に
つ
い
て

山
内　

貴
史
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

　
　

非
常
備
消
防
機
関
の
度
島
に
お
い
て
、

先
日
の
火
災
を
鑑
み
、
消
防
活
動
の
現
状
を

行
政
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

離
島
地
域
で
発
生
し
た
火
災
で
も
あ

り
、
こ
の
火
災
が
住
宅
密
集
地
区
で
発
生
し

た
な
ら
、
大
惨
事
に
な
る
こ
と
が
容
易
に
想

像
で
き
、
改
め
て
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た

思
い
。
消
防
団
員
や
住
民
へ
の
負
担
は
非
常

に
大
き
く
、
島
民
皆
様
の
不
安
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

常
備
消
防
が
な
い
度
島
に
限
っ
て
は
、

地
元
消
防
団
、
各
区
長
を
は
じ
め
、
総
合
相

談
員
、
ほ
か
関
係
者
の
方
々
を
交
え
、
今
後

の
連
携
を
含
め
た
全
体
で
の
意
見
交
換
会
が

必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

消
防
長　

活
動
内
容
の
情
報
共
有
は
重
要
で

あ
り
、
今
後
の
活
動
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
域
の
ご
意
見
も
参
考
に
消
防

団
員
と
の
検
証
会
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

常
備
消
防
機
関
が
な
い
地
域
に
お
い
て
、

備
品
や
資
機
材
等
に
よ
る
消
防
活
動
の
能
力

を
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
団
員
の

活
動
が
よ
り
容
易
に
、
か
つ
安
全
で
あ
る
た

め
、
よ
り
特
化
さ
れ
た
設
備
や
資
機
材
等
の

充
実
が
必
要
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。 

消
防
長　

地
元
消
防
団
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

装
備
品
等
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
部
配
置
を

し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
装
備
品
や
資
機
材

等
も
設
置
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
そ
の
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、
自

主
防
災
組
織
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

分
団
員
を
は
じ
め
、
度
島
の
皆
様
に
対

し
、
防
災
知
識
の
向
上
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

し
て
、
定
期
的
な
講
習
会
や
避
難
訓
練
、
消

防
訓
練
な
ど
が
必
要
か
と
思
う
が
、
見
解
は
。

消
防
長　

有
事
に
備
え
た
訓
練
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
今
年
度
４
月
か
ら
度
島
に
再
任
用

の
消
防
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
積
極
的
に

訓
練
等
を
行
い
な
が
ら
、
分
団
員
や
島
民
に

対
し
て
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

久
し
く
起
き
な
か
っ
た
火
災
で
改
め
て

浮
上
し
て
き
た
常
備
消
防
の
存
在
意
義
。
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
今
後
の
消
防
体
制

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
見
解
を
お
尋
す
る
。

市
長　

消
防
の
出
先
機
関
を
つ
く
る
と
す
れ

ば
、
大
島
と
度
島
の
人
口
差
が
限
り
な
く
近

く
な
れ
ば
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
島
民
に
対
し
て
、

前
向
き
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

財
政
出
動
と
か
、
職
員
の
確
保
と
か
、
課
題

が
出
て
き
た
場
合
は
、
議
会
に
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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原
油
の
高
騰
で
燃
油
に
始
ま
り
生
産
資

材
、
出
荷
資
材
、
運
賃
、
飼
料
等
全
て
で
値

上
が
り
し
、
一
次
産
業
を
営
ん
で
い
る
方
々

は
厳
し
い
状
況
。
生
産
物
に
価
格
転
嫁
で
き

な
い
た
め
収
入
減
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
ら
の

対
応
と
し
て
新
年
度
予
算
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

市
長　

今
後
も
生
産
資
材
等
高
騰
が
続
く
場

合
に
は
国
や
県
の
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
引

き
続
き
生
産
資
材
高
騰
に
対
す
る
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
管
内
自
治
体
と
平
戸
市

の
補
助
の
出
し
方
が
異
な
る
よ
う
だ
が
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
補
助
は
販
売
実
績
が

あ
る
者
と
し
、
国
・
県
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
農
業
者
な
ど
も
含
め
支
援
す

る
こ
と
を
念
頭
に
制
度
設
計
し
た
。

　
　

消
防
団
の
消
防
車
両
の
配
置
状
況
は
。

消
防
長　

市
内
全
域
で
63
台
を
所
有
し
、
平

戸
地
区
37
台
、
生
月
地
区
11
台
、
田
平
地
区

７
台
、
大
島
地
区
８
台
で
あ
る
。

　
　

車
両
の
更
新
状
況
は
。

消
防
長　

導
入
後
20
年
か
つ
１
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
更
新
目
安
と
し
、
最
長
24
年
で
更
新

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
車
両

が
あ
る
と
聞
く
が
何
台
あ
る
の
か
。

消
防
長　

63
台
の
車
両
中
15
台
で
あ
る
。

　
　

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
奉
仕
の
精
神

で
日
々
活
動
し
て
い
る
。
不
平
不
満
な
く
任

務
が
遂
行
で
き
る
体
制
を
。

市
長　

車
両
に
エ
ア
コ
ン
が
つ
い
て
い
な
い

事
実
を
初
め
て
知
っ
た
。
引
き
続
き
車
両
を

使
用
す
る
団
に
つ
い
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と

に
私
か
ら
お
詫
び
と
励
ま
し
を
し
た
い
と
思
う
。

　
　

食
品
価
格
高
騰
に
よ
り
給
食
の
材
料
に

対
す
る
影
響
が
大
き
く
、
保
護
者
の
負
担
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
が
。

教
育
次
長　

学
校
給
食
法
に
よ
り
賄
い
材
料

に
つ
い
て
は
保
護
者
負
担
と
規
定
さ
れ
、
実

費
を
徴
収
し
て
お
り
、
来
年
度
12
％
の
物
価

上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
。
令
和
５
年
１
月
に
調

理
場
運
営
委
員
会
を
開
き
方
針
を
決
め
た
い
。

　
　

自
治
会
の
要
望
に
対
す
る
対
応
は
。
生

活
に
身
近
な
も
の
が
多
い
と
思
う
が
。

建
設
部
長　

工
事
請
負
額
３
千
万
円
、
局
部

改
良
・
側
溝
整
備
等
で
６
千
万
円
の
予
算
を

つ
け
て
い
る
。
毎
年
要
望
が
多
数
あ
り
１
０
０

％
は
対
応
で
き
な
い
現
状
な
の
で
、
常
に
予

算
増
額
の
要
求
を
し
て
い
る
が
難
し
い
状
況
。

　
　
　

質
問
項
目
す
べ
て
に
対
し
、
新
年
度

予
算
を
し
っ
か
り
と
お
願
い
し
た
い
。
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公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
は
今
後
の
行

財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
課
題
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
と
今
後
の
公
共
施
設
管
理
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長　

将
来
生
じ
る
公
共
施
設
の
更
新
費
用

が
次
世
代
の
負
担
の
増
加
と
な
ら
な
い
よ
う
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

推
進
体
制
と
会
議
の
開
催
状
況
は
。

財
務
部
長　

部
長
会
議
に
お
い
て
統
括
的
な

進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
ま
だ

会
議
を
開
催
し
て
い
な
い
。

　
　

計
画
は
施
設
の
集
約
、
統
廃
合
、
長
寿

命
化
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
中
心
。
施
設
の

更
新
、
集
約
化
等
に
お
け
る
課
題
は
。

財
務
部
長　

施
設
の
廃
止
や
集
約
を
行
う
場

合
、
施
設
を
利
用
す
る
市
民
に
対
し
理
解
を

得
る
た
め
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
、

財
源
手
当
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
　

類
似
施
設
更
新
、
集
約
化
等
の
総
量
削

減
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
で
き
て
い
る
か
。

財
務
部
長　

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
方
針
を
決

定
し
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
始
め
る
か
と

い
っ
た
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
的
な
も
の
は
現
在
で

き
て
い
な
い
。

　
　

学
校
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

個
別
計
画
と
し
て
、
平
戸
市
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

学
校
施
設
の
総
量
や
配
置
に
つ
い
て
、
将
来

の
児
童
生
徒
数
の
見
通
し
や
学
校
教
育
施
設

の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
適
正
規
模
、
配
置
方

針
に
基
づ
き
、
周
辺
他
施
設
と
の
集
約
化
、

複
合
化
、
適
切
な
施
設
規
模
へ
の
減
築
化
と

施
設
の
配
置
等
に
つ
い
て
学
校
関
係
者
、
保

護
者
、
地
域
住
民
等
の
理
解
の
促
進
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

男
女
共
同
参
画
計
画
を
作
成
し
て
、
女

性
活
躍
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

平
戸
市
の
取
組
と
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

研
修
会
の
開
催
や
啓
発
活
動
な

ど
を
通
し
て
意
識
醸
成
を
行
い
、
個
性
、
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
女
性
が
活
躍
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

特
定
事
業
主
で
あ
る
平
戸
市
の
女
性
職

員
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
平
戸
市
の
女
性
活

躍
の
推
進
が
牽
引
さ
れ
る
と
考
え
る
。

総
務
部
長　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お

り
、
性
差
別
な
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

女
性
職
員
の
意
識
改
革
の
状
況
は
。

総
務
部
長　

研
修
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
意
識
の
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
ア

ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
な
い
。

●
公
共
施
設
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

●
女
性
活
躍
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

各議員の　　　から一般質問の録画中継をご覧いただけます。QRQRQRQRQR

●
新
年
度
に
向
け
た
肥
料
・
飼
料
・
燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

●
消
防
団
の
消
防
車
両
更
新
に
つ
い
て

●
食
品
価
格
高
騰
に
よ
る
給
食
材
料
に
対
す
る
影
響
は

●
令
和
４
年
度
の
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
対
応
は

吉
福　

弘
実
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

吉
住　

龍
三
（
政
和
会
）
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　平戸市議会の会派（新波クラブ・大地の会）から
政務活動にかかわる報告書が提出されました。政務活動報告

会派名

新波クラブ

大 地 の 会

研修者

近藤　芳人
神田　全記
吉福　弘実
針尾　直美
大村　謙吾
綾香　良浩
山内　貴史

井元　宏三
山田　能新
松本　正治

①令和４年 10月 27 日

②令和４年 11月 14 日

いずれも市内

研修日・研修地 研修・調査内容

講師を招いての研修会
「今求められる地方議会運営や
　　　　　　　 議員活動のあり方について」

①「今、地方議会が求められる役割とは」
　1．地方議会は機能しているのか？
　2．コロナ禍～非常・緊急事態下で
　　　　　　　　地方議会は機能したか？～
　3．地方議会の潮流 Now！
②「10月 27 日に行った研修内容の具体的
　　　　　　　　　　　　　　 事例を学ぶ」
　1．オンラインでつなぐ議会の先進事例
　　1）兵庫県西脇市議会
　　2）北海道鷹栖町議会

　政務活動とは、市政や市政と関連性がある事柄に関する調査・研究、その他活動に資するために必要な

会派活動および議員活動のことを言います。

とかいせん
平戸市議会だより　2023. 2. 1発行
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